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2023 年８月 15 日 

各  位 

 

会 社 名 株 式 会 社 ひ ら ま つ 

代表者名 代表取締役社長兼 CEO 遠 藤 久 

（コード番号  2 7 6 4   東証プライム） 

問合せ先 取 締 役 北 島 英 樹 

（ T E L ：  0 3  -  5 7 9 3  -  8 8 1 8 ） 

 

 

月次速報（単体）に関するお知らせ 
 

2023 年７月度の月次業績（単体）速報について、以下のとおりお知らせいたします。 

 

 

 
 

 

レストラン事業 

レストラン事業の売上高は、409 百万円（前年同月比＋

9.3%）、当期累計では 1,703百万円（前年同期比＋

13.1％）と前月に引き続き堅調に推移しました。 

７月よりスタートした「オマール海老×夏の出逢い」

をテーマにした夏の全社施策をはじめ、足元の堅調な外

食需要を踏まえた高付加価値、高単価の季節限定プラン

や産地特化のフェアメニューなど、各店の個性溢れる打

ち出しが顧客の評価を得て、ランチ、ディナーともに昨

年を大きく上回る水準で推移しました。 

カフェ営業においても、前月に引き続き国立新美術館

のカフェが好調に推移し、前年同月比＋22.2%となりまし

た。 

パーティ営業に関しては、先月に引き続き自社企画の

施策を積極的に推進しております。７月は、フランス・

ランスにある「ドメーヌ レ・クレイエール」の総料理長

フィリップ・ミル氏の来日ガラパーティを都内で開催し

たほか、フランス革命記念日を祝う毎年恒例の「パリ

祭」を都内および全国各拠点でも開催し、パーティ売上

の伸長に寄与しました。また、企業やハイブランドブテ

ィックから受注する法人パーティも、大人数規模での開

催が回復基調にあり、前年同月比＋7.5%となりました。

今後は法人営業の体制をさらに強化し、自社企画の計画

的な実行に加え、法人需要の取り込みを図ってまいりま

す。 

全社合計 

７月度における全社売上高は 1,046 百万円（前年同月

比＋8.8％）、当期累計では 4,314 百万円（前年同期比＋

13.1％）となり、引き続き堅調に推移しております。 

連日の猛暑や円安、物価高などの懸念があるものの、

夏休みシーズンが始まり、外食需要及び国内旅行需要を

取り込む施策が功を奏し、すべての事業で売上高が前年

を上回る結果となりました。今秋から年末年始のピーク

シーズンに向けてもしっかり売上を獲得できるよう、各

事業において積極的な販促施策の準備を進めておりま

す。 
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注）１．各数値につきましては、速報値のため確定値と異なることがあります。 

（監査法人の監査は受けておりません） 

２. 上記数値は株式会社ひらまつ単体の数値であり、連結数値ではありません。 

３．各月の数値は百万円未満を四捨五入しております。 

４．開業より 15 か月経過した店舗を既存店とします。 

以 上 

ホテル事業 

ホテル事業の売上高は 400 百万円（前年同月比＋

10.4％）、当期累計では 1,405 百万円（前年同期比

＋12.0％）となり、昨年に比べ大きく伸長いたしま

した。 

各店舗の地域性や特徴を活かした料理や飲み物の

提供の他、ソムリエによるワイン提案を戦略的に実

施するなど単価アップの施策の継続に、一定の成果

が出始めております。 

拠点別には、京都は祇園祭が４年ぶりに本格開催

された効果もあり、前年同月比＋96.4%と多くのお客

様をお迎えすることが出来ました。また、ピークと

なる秋の予約も好調に推移しております。 

軽井沢御代田は、宝飾品メーカーなど貸切案件の

予約も好調に推移しております。また、地域貢献を

兼ねた企画として、地元ワインメーカーからケータ

リングの注文を受注するなど、オーベルジュならで

はの収益向上に向けた新たな取り組みも行っており

ます。 

８月には中国からの団体旅行が解禁されるなど、

今後更なるインバウンドの増加も見込まれることか

ら、需要を見越した人員の充足と育成をしっかり行

い、売上の最大化を図ってまいります。 

ブライダル事業 

ブライダル事業の売上高は 224 百万円（前年同月比

＋16.2％）、当期累計では 1,152 百万円（前年同期比

＋25.2％）となり、引き続き昨年に比べ大きく伸長い

たしました。 

新型コロナの５類移行を経て婚礼への列席者数が

徐々に戻りつつあることに加え、各店ソムリエによる

付加価値の高い飲料プランや、多様化する婚礼ニーズ

に応えるために開発、提案してきたひらまつウエディ

ングならではの新サービスがお客様から支持された結

果、組単価はコロナ前の水準に戻りつつあります。 

今後はさらに、京都の「前撮りプラン」や札幌での

「ウィンターロケーションフォトプラン」など、地域

特性を生かし、オリジナリティの高い新商品の開発も

推進してまいります。 

また、サステナビリティへの意識の高まりに即し、

容器を再利用できる引出物や、オーガニックコットン

のリネン類など、各都道府県の名品を集めた地産地消

特化のカタログギフト等を新たにご紹介するなど、環

境保全や社会貢献を意識した取り組みも積極的に実施

し、より進化したひらまつウエディングをお客様に提

案してまいります。 


